
8 月は 佐賀県同和　問題啓発強調月間です8月は 佐賀県同和　問題啓発強調月間です

毎年 8月は、佐賀県が定める「同和問題啓発強調月間」です。
期間中は、部落差別（同和問題）に対する正しい理解と認識を
深めるためにさまざまな啓発活動を集中的に実施します。

　人権について身近な事例からわかりやすく学
ぶ出前講座を聞いてみませんか。自治会やサー
クル、職場研修などでぜひ、ご活用ください。

出前講座のご案内

部落差別（同和問題）って何？

差別をなくしていくためにはどうすればいいの？

部落差別解消推進法をご存じですか？

お互いを大切に思う。差別のない明るい未来へ。
いっしょに考えよう　部落差別（同和問題）

　同和地区、被差別部落などと呼ばれる特定の地域の出身で
あることや、そこに住んでいることを理由に、さまざまな差
別を受けるという問題です。
　結婚や就職に関する偏見、根拠のないうわさ、インターネッ
ト上での差別的書き込みなど、今なお課題は残っています。
このような差別は、憲法で定めている基本的人権の尊重に反
することで、重大な人権侵害です。

　差別をなくす第一歩は、正しく知ることです。同和問題について、

誤った情報や偏見に捉われず、事実を正しく理解することが大切です。

　「自分には関係ない」と思わず、身近な問題として関心を持ちましょ

う。知らないから不安になり、わからないからうわさを信じてしまい

ます。差別の多くは、思い込みや偏見から生まれます。

　一人ひとりが正しく学び、考え、

差別をなくすために行動することが、

明るい社会につながります。

　この法律は、平成 28（2016）年に施行され、日本国憲法が保障する基本的人権の考え方に基づき、
部落差別のない社会の実現をめざしたものです。法律が制定された背景には、差別が今なお存在し
ている現実があります。部落差別（同和問題）は、人の尊厳を傷つける重大な人権問題です。差別
をなくしていくためには、一人ひとりの理解と協力が大きな力となります。

▲くわしく
　はこちら

・講師が地域や職場へ伺います
・参加人数や内容はご相談ください
・費用は無料です

▲くわしく
　はこちら

同和問題講演会

◀
く
わ
し
く

　は
こ
ち
ら

日時　 8 月21日㈮　13時～15時（12時30分受付開始）
場所　多久市中央公民館 大ホール

演題　「ジブリで考える人権のはなし」
講師　坂田 良久さん
　　　（人権エデュ.COM代表／世界人権問題研究センター登録研究員／崇仁発信実行委員会理事)

さか た ひさよし

申込
不要

入場
無料

啓発パネルの展示

※えせ同和行為にご注意ください

場　　所

開催期間
時　　間

多久市中央公民館
１階エントランス
8月20日㈭～23日㈰
8時30分～17時

　 8 月中、人権・同和問題に関す
る図書のコーナーを設置します。
ぜひ図書館へお越しください。

　同和問題の解決をめざす団体であるかのように名乗り、物品の購
入や寄付金、広告の掲載などを強要する行為のことをいいます。こ
のような行為は、同和地区・被差別部落出身者などに対する偏見や
差別意識を助長する大きな原因となっています。

市立図書館で学ぶ

対応方法は？
①相手が誰か、要求内容は何かを明確にする
②激しい口調であっても、その場しのぎの安易な妥協はせず、
　はっきりと断る
③暴力的言動があれば、すぐに警察に通報する
●警察相談専用電話  　☎＃9110
●法務局（人権擁護機関）（ナビダイヤル）☎0570－003－110

人権・同和対策課　☎0952‐75‐4824問
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